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事業費総額 16,045,943円 収支計算書の黄のセルの値 

自己負担額 245,943円 収支計算書の緑のセルの値 

助成金額 15,800,000円 収支計算書の赤のセルの値。千円未満は切捨 

助成金返還見込額 0円 （収支計算書の青のセルの値） 

 

1.事業内容（実績。700文字以内）：  

１、うるまわいど（第三の居場所）の運営 

（１）日時2018年8月1日～2019年3月31日 

（2）場所：沖縄県うるま市 

（3）内容「家でも学校でもない第3の居場所」をつくり、そこで社会的相続を補完する。拠点には専門スキルを備えた

スタッフを配置し、子どもとの1対１の関係を重視しながら、子どもたちの生活習慣形成や学ぶ意欲向上を支援す

る。 

 

2.事業内容詳細： 

6月から開設準備を開始し8月からうるまわいどを開所しました。現在7名の子どもが利用をしています。様々な課題

を抱えた子どもたちですが、家庭が荒れそうになっても支援員がいることで、子どもたちのＳＯＳをしっかりと受け止

め支えることができたと思います。家庭のむつかしさはあるものの、子どもたちの生活習慣を整え、温かい食事がと

れる居場所となっていると感じます。 

 

 

3.契約時事業目標の達成状況：  

【助成契約書記載の目標】 

①拠点利用児童の募集 

②児童への居場所・読み聞かせ・学習支援・食事の提供 

③保護者、地域、行政との関係構築 

④全国展開に耐えうる事業モデルの構築 

 

 



 

【目標の達成状況】 

①拠点利用児童の募集： 

現在7名の利用 

②児童への居場所・読み聞かせ・学習支援・食事の提供： 

図書館での本の貸し出しを頻繁におこない、読み聞かせをおこなった。宿題の支援も行い、子どもたちも帰ってく

るとすぐに宿題に取り組む習慣ができた。食事は毎日スタッフの手作りのおかげで、温かくおいしい食事ができて

いる。 

③保護者、地域、行政との関係構築 

 保護者との関りにはお迎え時に必ず会話をし、コミュニケーションを図った。面談を2回行った。 

開所式に民生委員や地域の方々を招いて、事業の説明を行った。また民生委員の集会に出向いて拠点の説明を

行い、保育所へも出向いて事業の説明を行った。 

 開所前に行政の保護課、貧困対策員、家庭相談員、ＣＳＷ等と連携会議を行った。学校へは子どもの様子を伝え

に何度か通った。 

④全国展開に耐えうる事業モデルの構築 

 スタッフの育成のために、ソーシャルスキルトレーニングやコーチングのエッセンス版、できたことノートなどを取り

込みながら、子どもとの関りを考える講座を行ってきた。 

 

4.事業実施によって得られた成果： 

①拠点利用児童の募集 

当団体が運営している児童館からつながってくる子ども達がほとんどで、行政からのつながりが1件で、開設当

初のスタートはよかったもののその後、増えないままの状況なので、近隣の保育園・幼稚園・行政へ子ども達の様

子や対象児童がいないかとの伺いをするために訪問を続けている。当初は生活習慣も厳しい子ども達であった

が、現在はとても落ち着いてきたと感じられる。スタッフとの距離が近く、情緒が不安定になるとサインを出してくれ

るため、すぐに保護者と話し合いを持つことができた。 

夏休みや春休みの生活習慣を整えることができた。また学校から帰ってきて宿題をしてから遊ぶ、食べたら歯を磨

くなどの生活のリズムも整ってきた。食事を手作りすることで、匂いや料理する音で生活を感じることができた。 

 

5.成功したこととその要因： 

 スタッフ育成のために内部研修を行い、子どもたちとの関係構築ができた事で子どもたちが落ち着いて生活をす

ることができた。不安になるとスタッフに素直にサインを出せるようになり、保護者への声掛けなども行い改善につ

ながっている。 

6.失敗したこととその要因： 

 学校や行政のつながりがあまりうまくいかず、新たな子どもの発掘が非常にむつかしかった。次年度は新たな構

築を模索していきたい。 

 

7.活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案： 

 施設が狭いため、子どもたちの遊び環境を工夫してつくっていく必要があると感じる。学校や行政との関係を作り

直し、もっと連携がとれるようにしていきた。 

 

 

 



事業成果物： 

【成果物の名称】 

2018年沖縄県うるま市の第三の居場所事業報告書 

【成果物がアップロードされているCANPANのURL】 

http://nippon.zaidan.info/jigyo/2018/0000093406/jigyo_info.html 

【助成機関】 

機関名：公益財団法人日本財団 

https://www.nippon-foundation.or.jp/ 

https://www.nippon-foundation.or.jp/

